








『台北俳句集　7』（1978 年 2 月。「第 7集」と略記する。以下他の集
も同じ）では、投句者が初めて 30 人になり、以後第 17 集（1988 年 8
月）まで約 10 年間、それまで低迷していた投句者数が急成長する。第
8集 37 人、第 9集 47 人、第 10 集 57 人、第 11 集 66 人と、集ごとに 10
名内外の増加を見るようになり、第 12 集で 74 人と最大に達する。第
13・14 集では 65 人に減るが、第 16・17 集で再び 73 人となり、第 18
集（1989 年 8 月）～第 29 集（2002 年 1 月）は 59 人～ 70 人とほぼ 60
人台で安定している。第 30 集（2003 年 6 月）で 54 人に減り、以後第
39 集（2012 年 8 月）までは 45 ～ 56 人とほぼ 50 人台になる。第 41・
42・43 集（2015 年 7 月）と第 44 集（2017 年 2 月）は何れも 40 人であ
る。従って第 7集～第 17 集を第二期（発展期）、第 18 集～第 29 集を第





7集（投句者 30 人）は第 6集より 1人多いだけだが、内訳は 4人入会、
3人退会、1人休詠、1人復活した結果である。第 8集（37 人）は 10 人
入会、3人退会、1人休詠、1人復活。第 9集（47 人）は 13 人入会、3
150
（ 2 ）149
人退会、1人休詠、1人復活。投句者数 74 人と最高になった第 12 集は、











































































































































































































































































































































































































2 －（4）　短歌の半分論―『台北俳句集』第 10 集の「あとがき」と掲載句

































































































2 －（5）　盗作（剽窃）論―第 11 集の「あとがき」と黄霊芝の掲載句











































2 －（7）　季語論―第 13 集の「あとがき」と黄霊芝の掲載句






























2 －（8）　群の遊びとルール―第 14 集の「あとがき」と黄霊芝の掲載句










































































1982 年から約 20 年間常に 60 ～ 70 人を数えていた。第 15 集のころの
メンバーは、数人を除き 50 代から 70 代で、いずれも幼少期に日本の教
（22）129
育を受けた人たちばかりであった。1986 年 9 月まだ戒厳令下であった























2 －（10）　新旧ちゃんぽん論―第 16 集の「あとがき」と黄霊芝の掲載句























2 －（11）　個性喪失の危惧―第 17 集の「あとがき」と黄霊芝の掲載句
























































































ザイナーで、招かれて 1973 年 10 月に台湾に渡り 10 年余り長期滞在す
ることになった。彼はまだ久保田万太郎が主宰であった 1959 年ごろ














































墨蜻蛉　　　　（1983 年 10 月号）
やがて彼は台北俳句会のことを知り、人を介して参加したい旨申し入
（27）124





















年（昭和 55 年）8 月、「台北春燈句会」（現・春燈台北句会）が正式に
発足したのである15）。
句会発足の翌々月加藤の句が『春燈』1980 年 10 月号の五句欄（当時
の名称は「十月集」。その後月にかかわらず「当月集」となっている）
に初めて掲載された。さらに同年 12 月号からは、俳誌末尾の「各地句























































































































































































































の約 4年間（1980 年 9 月号～ 1984 年 7 月号）と、それ以後の約 4年間
（1984 年 8 月号～ 1988 年 12 月号）までの、『春燈』四句欄への入選者
数を個別にみると次のようである。（入会順。1988 年 2 月に候鳥が亡く


















がわかる。実際 1985 ～ 86 年になると四句欄入選者が絶えることなく、
時には 5人揃うこともあった。また極めて稀だったが五句欄（当月集）










































までの 4年間に四句欄は 1回、その後の 4年間に 8回）。後に川柳
会の初代会長になった頼天河は抜群だった。彼の句は面白いのでよ





1 号遅れて『春燈』1980 年 10 月号から投句を始めた呂鶄城は、
句はうまいが春燈調でなかった。秋桜子系（馬酔木）にでも参加し
た方が良かったかもしれない（呂は 1981 年 6 月号で最初に四句欄
に入ったのに、加藤が離台するまでに 2回しか入らなかった。その
後の 4年間は一回も入っていない）。翌 1981 年 2 月号から投句した
陳錫恭は 3年半の間に四句欄が 9回と好成績。次の 4年間は 14 回
とかなりいい成績。同年 5月号から黄霊芝の次姉・陳候鳥が投句を
始める。黄霊芝は春燈が嫌いだったが、候鳥は春燈に合っていた
（最初の 3年間に四句欄 7回、その後 12 回）。同年 9月号から投句
開始した王酔生は素晴らしいものを持っていた。台湾独特の個性あ
る句を詠んでいた（加藤離台まで四句欄 5回、その後 10 回）。





の 4 年間に 20 回）が、1988 年 7 月の安住敦の逝去により、春燈の


















会の句会は 40 ～ 50 人だった」という。これは『春燈』の台北からの投
句数と、『台北俳句集』掲載句数から見て納得できよう。加藤が去って
一年余後の『春燈』1985 年 12 月号には、台北から 17 名の投句があるが、
この時点でほぼその状況に達していたと見られる。この号の台北俳句会
員の成績は、四句欄が 3名、三句欄が 7名、二句欄が 2名で、投句者数
は計 12 名であった。加藤の句も含めて、全員の句を紹介しておこう。
（この外に台北俳句会に属さない台北春燈句会の生え抜き会員の句が、






































































1 ）　例えば、陳継森（第 7集）、陳宝玉（第 8集）、陳錫恭・廖運藩・張宣炉
（第 9集）、葉顕鎧・黄（三宅）教子（第 11 集）、黄葉・徐奇芬（第 12 集）、
李秀恵（第 15 集）、林美（第 16 集）、高阿香・楊海瑞・李琢玉（第 17 集）
らの名が挙げられよう。
















25』1998 年、236 頁。なおこの文は『黄霊芝作品集　18』（2000 年 12 月）、












































































を見ると、『春燈』投句開始後 1年後の 1981 年 6 月号に初めて呂鶄城が入
り、9月号に頼天河、10 月号に陳継森・陳錫恭、11 月号に陳候鳥、12 月





20）　『春燈』1985 年 2 月号の「春燈この一年を顧みる（2）―当月集」（渡辺






に後退して、あまり精彩があがらなかった。俳号も 1986 年 1 月号より「山
椒魚」から「石枕」と改め、逝去までこの号で通している。黄霊芝の印象
では加藤は大柄な人で山椒魚にそっくり、ぴったりの感じだったらしいが、








ている（『春燈』1989 年 7 月号に「もと棲みし巷にまた來し樟若葉」「李
花霖雨いつまた来れるかは知らず」など「訪台」と題する 5句が載ってい
る）。しかし最晩年は母と弟の最期を看取る破目となり、心労のためか二
人の後を追うようにして 1991 年 1 月 25 日に亡くなっている。折しも加藤
は『春燈』の同人に推挙され、「生き役の哀しさけふも雪もよひ」という、
一人生き残った自分を嘆く句を含む 5句が、『春燈』1991 年 3 月号冒頭の
「燈下集」に載る栄誉を担うことになった。しかし加藤がこれを目にする
ことはなかった。
21）　1989 年 3 月、春燈俳句会主宰・成瀬桜桃子・幸子夫妻が台北を訪問した
際、台北俳句会員の陳継森・頼天河・王酔生・廖運藩・黄葉・范姜梢（辻
野房子）・范友佳女（北条千鶴子）・施碧霞・郭純美の 10 名と、春燈台北
句会員の呂秀文・蔡淑貞・林雪江・遠藤喜美子の 4名が出迎えたという。
